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１１

　

復
興
庁
は
、
４
３
１
３
億
円

に
事
項
要
求
を
加
え
た
額
と
な

り
、
23
年
度
予
算
の
約
２
割
減

と
す
る
。
福
島
県
の
原
子
力
災

害
被
災
地
域
で
帰
還
環
境
の
整

備
と
生
活
再
建
な
ど
本
格
的
な

復
興
・
再
生
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
東
北
地
方
の
創
造
的
復

興
を
成
し
遂
げ
る
施
策
を
推
進

す
る
。

　

「
原
子
力
災
害
か
ら
の
復
興
・

再
生
」
に
は
２
８
７
９
億
円
を

措
置
。
福
島
再
生
加
速
化
交
付

金
に
６
０
７
億
円
、
福
島
生
活

環
境
整
備
・
帰
還
再
生
加
速
事

業
に
63
億
円
を
充
て
る
ほ
か
、

特
定
復
興
再
生
拠
点
整
備
事
業

で
は
廃
棄
物
処
理
３
４
２
億

円
、
除
染
27
億
円
な
ど
合
わ
せ

て
３
７
０
億
円
を
付
け
る
。
ま

　

24
年
度
予
算
の
概
算
要
求
で

は
、
▽
国
民
の
安
全
・
安
心
の

確
保
▽
持
続
的
な
経
済
成
長
の

実
現
▽
個
性
を
生
か
し
た
地
域

づ
く
り
と
分
散
型
国
づ
く
り
―

の
３
つ
の
重
点
項
目
を
設
定
し

要
求
内
容
を
固
め
た
。「
防
災
・

減
災
、
国
土
強
靱
化
の
た
め
の

５
か
年
加
速
化
対
策
」
に
つ
い

て
は
、
事
項
要
求
に
よ
り
、
予

算
編
成
過
程
で
検
討
す
る
こ
と

と
し
た
。

　

重
要
政
策
推
進
枠
を
含
む
通

の
充
実
に
取
り
組
む
。

　

災
害
時
の
物
流
・
人
流
の
確

保
に
は
４
９
６
８
億
円
を
要
求

し
、
復
旧
・
復
興
の
た
め
の
高

規
格
道
路
の
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン

ク
解
消
や
４
車
線
化
、
ダ
ブ
ル

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
に
よ
る
交
通

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
機
能
強
化
な

ど
を
進
め
る
。

　

盛
土
の
安
全
確
保
対
策
の
推

進
に
か
か
る
事
業
費
は
防
災
・

安
全
交
付
金
の
内
数
と
し
要

求
。
都
道
府
県
な
ど
が
実
施
す

る
規
制
区
域
指
定
の
調
査
、
対

策
工
事
の
支
援
に
取
り
組
む
。

　

イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
対
策
に

は
９
０
７
４
億
円
を
要
求
。
広

域
的
・
戦
略
的
な
イ
ン
フ
ラ
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
や
イ
ン
フ
ラ
長
寿

命
化
計
画
に
基
づ
く
取
り
組
み

を
推
進
す
る
。
予
防
保
全
へ
の

本
格
転
換
の
加
速
化
に
も
力
を

入
れ
る
。

　

地
方
の
老
朽
化
対
策
や
防

災
・
減
災
を
支
援
す
る
防
災
・

安
全
交
付
金
に
は
９
９
４
３
億

円
を
求
め
る
。

　

Ｄ
Ｘ
推
進
で
は
、
イ
ン
フ
ラ

分
野
の
Ｄ
Ｘ
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
に
基
づ
く
取
り
組
み
を
進
め

る
。
Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
の
普
及

拡
大
に
向
け
た
デ
ー
タ
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
環
境
の
構
築
、
ド
ロ
ー

ン
を
活
用
し
た
河
川
・
ダ
ム
な

ど
の
巡
視
・
点
検
の
効
率
化
、

都
市
分
野
の
デ
ジ
タ
ル
イ
ン
フ

ラ
「
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｕ
（
プ
ラ

ト
ー
）」
の
活
用
拡
大
、
行
政

手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
な
ど

に
取
り
組
む
。

　

Ｇ
Ｘ
で
は
、
Ｚ
Ｅ
Ｈ
・
Ｚ
Ｅ

Ｂ
の
普
及
や
木
材
活
用
、住
宅
・

建
築
物
の
省
エ
ネ
対
策
強
化
な

ど
に
１
２
２
５
億
円
、
グ
リ
ー

ン
イ
ン
フ
ラ
の
活
用
や
ま
ち
づ

く
り
Ｇ
Ｘ
の
推
進
に
２
２
９
億

円
、
港
湾
分
野
の
脱
炭
素
化
と

な
る
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

ポ
ー
ト
の
形
成
に
１
１
１
億
円

を
盛
り
込
ん
だ
。

　

事
項
要
求
に
は
、
資
材
価
格

の
高
騰
を
踏
ま
え
た
公
共
事
業

の
実
施
に
必
要
な
経
費
も
盛
り

込
ん
だ
。
い
ず
れ
も
今
後
の
予

算
編
成
過
程
で
詳
細
を
詰
め
、

事
業
費
を
決
定
す
る
。

概算要求・
重点要望特集

2024年度

た
、
帰
還
困
難
区
域
の
う
ち
特

定
復
興
再
生
拠
点
外
で
住
民
が

帰
還
を
望
む
特
定
帰
還
居
住
区

域
整
備
事
業
は
、
23
年
度
は
52

億
円
と
し
て
い
た
が
24
年
度
は

事
項
要
求
と
し
、
除
染
工
事
な

ど
を
展
開
す
る
。

　

東
京
電
力
へ
の
求
償
対
象
関

連
の
主
な
事
業
に
つ
い
て
は
、

最
終
処
分
に
向
け
た
除
去
土
壌

の
技
術
開
発
を
含
む
中
間
貯
蔵

関
連
は
、
23
年
度
予
算
か
ら
約

７
８
０
億
円
減
の
１
０
０
８
億

円
を
要
求
。
放
射
性
物
質
汚
染

廃
棄
物
処
理
に
は
23
年
度
か
ら

半
減
と
な
る
３
７
６
億
円
、
除

去
土
壌
等
適
正
管
理
・
原
状
回

復
等
に
１
５
０
億
円
な
ど
を
盛

り
込
ん
だ
。

　

「
創
造
的
復
興
」
と
し
て
は
、

常
の
概
算
要
求
で
は
、
あ
ら
ゆ

る
関
係
者
で
水
害
対
策
を
推
進

す
る
「
流
域
治
水
」
の
加
速
化
・

強
化
に
向
け
て
、
８
０
０
２
億

円
を
要
求
。
中
小
河
川
を
含
め

た
洪
水
氾
濫
を
防
ぐ
た
め
の
抜

本
的
な
治
水
対
策
や
、
浸
水
被

害
地
域
で
の
再
度
災
害
防
止
対

策
、
雨
水
貯
留
浸
透
施
設
の
整

備
に
加
え
、
気
候
変
動
の
影
響

を
踏
ま
え
た
河
川
整
備
計
画
の

見
直
し
、
浸
水
想
定
区
域
図
の

作
成
に
よ
る
水
害
リ
ス
ク
情
報

　

国
土
交
通
省
は
、
一
般
会
計
の
公
共
事
業
関
係
費
に
前
年
度
比
19
・
０
㌫
増
の
国
費
６
兆
２
９

０
９
億
円
を
求
め
た
。
頻
発
・
激
甚
化
す
る
自
然
災
害
か
ら
国
民
を
守
る
た
め
、
防
災
・
減
災
、

国
土
強
靱
化
の
推
進
や
流
域
治
水
の
加
速
化
、
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
対
策
に
取
り
組
む
ほ
か
、
イ

ン
フ
ラ
分
野
の
Ｄ
Ｘ
、
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
た
Ｇ
Ｘ
へ
の
投
資
も
重
点
的
に
行
う
。
事
業

費
を
示
さ
ず
項
目
だ
け
記
載
す
る
事
項
要
求
で
は
新
た
に
、
防
衛
体
制
強
化
に
つ
な
が
る
イ
ン
フ

ラ
整
備
で
必
要
と
な
る
経
費
を
盛
り
込
ん
だ
。

国の各省庁　脱炭素化社会実現国の各省庁　脱炭素化社会実現
福島復興に重点投資福島復興に重点投資

福
島
県
浪
江
町
に
本
部
を
構
え

る
福
島
国
際
研
究
教
育
機
構

（
Ｆ
|

Ｒ
Ｅ
Ｉ
）
関
連
事
業
に

１
８
５
億
円
を
付
け
、
施
設
整

　

環
境
省
は
東
日
本
大
震
災
か

ら
の
復
興
・
再
生
に
向
け
て
、

新
規
で
、
帰
還
困
難
区
域
の
う

ち
住
民
帰
還
が
要
望
さ
れ
る
特

定
帰
還
居
住
区
域
の
整
備
に
必

要
な
除
染
等
の
実
施
に
つ
い
て

事
項
要
求
と
す
る
。

　

そ
の
ほ
か
、
中
間
貯
蔵
施
設

の
整
備
・
管
理
運
営
お
よ
び
県

外
最
終
処
分
に
向
け
た
除
去
土

壌
等
の
減
容
・
再
生
利
用
の
推

進
に
１
０
０
８
億
円
、
除
去
土

壌
等
の
適
正
管
理
お
よ
び
原
状

回
復
等
の
実
施
に
１
５
０
億

円
、
特
定
復
興
再
生
拠
点
区
域

の
整
備
に
必
要
な
除
染
等
の
実

施
に
３
７
０
億
円
、
放
射
性
物

質
汚
染
廃
棄
物
の
処
理
に
３
７

６
億
円
を
付
け
る
。

　

脱
炭
素
化
に
向
け
た
施
策
で

は
、
住
宅
の
Ｚ
Ｅ
Ｈ
・
省
Ｃ
Ｏ

２
化
促
進
に
１
２
４
億
円
、
断

熱
窓
へ
の
改
修
促
進
に
よ
る
住

宅
の
省
エ
ネ
・
省
Ｃ
Ｏ
２
加
速

化
支
援
に
１
１
７
０
億
円
を
盛

り
込
む
。

　

ま
た
新
規
に
、
建
築
物
（
業

環 境 省

除
染
や
脱
炭
素
化
に

予
算
措
置

　

経
済
産
業
省
は
福
島
復
興
の

着
実
な
実
施
を
推
進
す
る
ほ

か
、
産
業
競
争
力
強
化
や
二
酸

化
炭
素
排
出
削
減
効
果
の
高
い

Ｇ
Ｘ
を
進
め
る
政
策
な
ど
に
重

点
配
分
す
る
。

　

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の

廃
炉
と
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
の
海

洋
放
出
な
ど
、
最
重
要
課
題
の

一
つ
「
福
島
復
興
の
さ
ら
な
る

加
速
」
に
は
２
割
増
の
９
１
０

億
円
を
要
求
。
廃
炉
・
汚
染
水
・

処
理
水
対
策
事
業
の
１
７
６
億

円
を
は
じ
め
、
福
島
国
際
研
究

教
育
機
構
（
Ｆ
|
Ｒ
Ｅ
Ｉ
）
関

連
事
業
に
83
億
円
、
福
島
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
・
コ
ー
ス
ト
構
想

推
進
施
設
整
備
等
補
助
金
に
51

億
円
、
同
構
想
推
進
基
盤
整
備

事
業
に
９
億
円
、
福
島
医
薬
品

関
連
産
業
支
援
拠
点
化
事
業
に

20
億
円
の
ほ
か
、
自
立
・
帰
還

支
援
雇
用
創
出
企
業
立
地
補
助

金
に
１
３
０
億
円
、
中
小
企
業

組
合
等
共
同
施
設
等
災
害
復
旧

費
補
助
金
に
10
億
円
を
求
め
て

い
る
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
高
に
耐

経 産 省

福
島
復
興
の
加
速
や

Ｇ
Ｘ
政
策
を
推
進

性
が
あ
る
社
会
の
構
築
に
向
け

て
は
、
工
場
や
住
宅
に
対
す
る

省
エ
ネ
性
能
が
高
い
設
備
の
導

入
を
支
援
。
新
規
に
省
エ
ネ
投

資
促
進
・
需
要
構
造
転
換
支
援

事
業
費
に
９
１
０
億
円
を
措
置

す
る
ほ
か
、
省
エ
ネ
設
備
へ
の

更
新
を
促
進
す
る
補
助
金
は
、

23
年
度
か
ら
１
０
０
億
円
増
額

し
て
３
６
０
億
円
を
要
求
す
る
。

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野

で
洋
上
風
力
発
電
導
入
促
進
に

向
け
た
採
算
性
分
析
の
た
め
の

基
礎
調
査
事
業
は
23
年
度
か
ら

倍
増
し
て
75
億
円
を
求
め
る
ほ

か
、地
熱
発
電
の
資
源
量
調
査
・

理
解
促
進
事
業
に
２
割
増
の
１

２
８
億
円
を
付
け
る
。
再
エ
ネ

導
入
拡
大
に
資
す
る
分
散
型
エ

ネ
ル
ギ
ー
リ
ソ
ー
ス
導
入
支
援

事
業
は
新
規
で
１
２
０
億
円
、

再
エ
ネ
大
量
導
入
に
向
け
た
次

世
代
型
の
電
力
制
御
技
術
開
発

事
業
に
は
80
億
円
を
計
上
す
る

方
針
。

　

水
素
や
ア
ン
モ
ニ
ア
の
大
規

模
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
構
築
を

目
指
す
環
境
整
備
に
は
、
新
規

に
水
素
・
ア
ン
モ
ニ
ア
供
給
基

盤
整
備
事
業
に
30
億
円
を
盛
り

込
む
。

　

こ
の
ほ
か
、
新
規
事
業
と
し

て
、
Ｇ
Ｘ
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

構
築
支
援
事
業
に
１
１
７
１
億

円
、
Ｇ
Ｘ
を
実
現
す
る
半
導
体

の
製
造
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
強

靱
化
支
援
事
業
に
１
０
７
８
億

円
を
要
求
。
半
導
体
な
ど
経
済

安
全
保
障
上
重
要
な
産
業
立
地

に
不
可
欠
な
水
需
要
増
加
に
対

応
す
る
工
業
用
水
道
整
備
支
援

に
は
47
億
円
を
盛
り
込
ん
だ
。

東北のダム事業

ダ
ム
４
事
業
に

約
３
３
３
億
投
入

　

国
土
交
通
省
の
２
０
２
４
年

度
予
算
概
算
要
求
の
う
ち
、
東

北
の
ダ
ム
事
業
費
は
成
瀬
ダ
ム

な
ど
４
事
業
で
計
３
３
２
億
９

３
０
０
万
円
に
上
る
こ
と
が
分

か
っ
た
。
鳥
海
ダ
ム
で
新
た
に

本
体
工
に
着
手
す
る
。

　

成
瀬
ダ
ム
建
設
事
業
（
秋
田

県
東
成
瀬
村
）
に
は
１
９
１
億

４
６
０
０
万
円
を
要
望
。
本
体

の
Ｃ
Ｓ
Ｇ
打
設
が
完
了
す
る
ほ

か
、
取
水
放
流
設
備
な
ど
を
進

め
る
。

　

鳴
瀬
川
総
合
開
発
事
業
（
宮

城
県
加
美
町
）
に
は
転
流
工
、

本
体
関
連
調
査
測
量
設
計
、
用

地
補
償
に
40
億
１
９
０
０
万
円

を
投
入
す
る
。

　

鳥
海
ダ
ム
（
秋
田
県
由
利
本

荘
市
）
は
96
億
３
８
０
０
万
円

を
要
望
。
付
替
え
道
路
工
事
を

継
続
す
る
ほ
か
、
新
た
に
本
体

工
に
着
手
す
る
。

　

北
上
川
上
流
ダ
ム
再
生
（
盛

岡
市
）
に
は
４
億
９
０
０
０
万

円
を
計
上
し
、
環
境
調
査
、
本

体
関
連
調
査
設
計
に
当
た
る
。

復 興 庁

原
子
力
災
害
か
ら
の

原
子
力
災
害
か
ら
の

復
興
復
興
・・
再
生
に
２
８
７
９
億

再
生
に
２
８
７
９
億

備
な
ど
を
進
め
る
。こ
の
う
ち
、

設
計
や
用
地
取
得
、
造
成
に
向

け
た
準
備
工
事
と
い
っ
た
施
設

整
備
予
算
と
し
て
は
36
億
円
を

見
込
む
。
福
島
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
・
コ
ー
ス
ト
構
想
関
連
事
業

は
60
億
円
を
要
求
す
る
。

　

「
産
業
・
生
業
の
再
生
」
に

向
け
て
は
、
避
難
指
示
解
除
区

域
な
ど
で
工
場
等
の
新
増
設
を

支
援
す
る
取
り
組
み
を
引
き
続

務
用
施
設
）
の
Ｚ
Ｅ
Ｂ
・
省
Ｃ

Ｏ
２
化
促
進
に
１
５
０
億
円
を

付
け
、
既
存
改
修
を
含
め
て
ビ

ル
や
物
流
倉
庫
へ
の
高
効
率
設

備
導
入
な
ど
を
促
す
ほ
か
、
上

下
水
道
施
設
や
ダ
ム
へ
の
小
水

力
発
電
・
太
陽
光
発
電
・
高
効

率
設
備
導
入
と
い
っ
た
水
イ
ン

フ
ラ
の
脱
炭
素
化
も
進
め
る
。

工
場
・
事
業
場
に
お
け
る
先
導

的
な
脱
炭
素
化
取
組
推
進
（
Ｓ

Ｈ
Ｉ
Ｆ
Ｔ
）
事
業
に
は
90
億
円

　

防
衛
省
の
概
算
要
求
は
、
施

設
の
強
靱
化
分
野
で
前
年
度
比

69
・
68
㌫
増
の
８
０
４
３
億
円

と
な
っ
た
。

　

防
衛
力
整
備
計
画
の
２
年
目

と
な
る
来
年
度
は
、
27
年
度
ま

で
に
防
衛
力
の
抜
本
的
強
化
を

実
現
す
る
た
め
、
必
要
な
装
備

品
や
自
衛
隊
施
設
等
の
整
備
に

着
手
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、

各
分
野
で
昨
年
度
よ
り
も
多
く

の
経
費
を
要
求
し
た
。

　

本
年
度
は
全
国
の
駐
屯
地
・

基
地
等
の
全
体（
２
８
３
地
区
）

を
対
象
に
、
集
約
・
建
て
替
え

な
ど
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
作

成
に
着
手
し
た
。
こ
の
う
ち
東

北
北
部
を
対
象
と
す
る
「
自
衛

防 衛 省

施
設
の
強
靱
化
に

８
０
４
３
億
円

隊
施
設
の
最
適
化
に
伴
う
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
作
成
業
務
そ
の

４
」
は
オ
リ
エ
ン
タ
ル
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ツ
・
綜
企
画
設
計
・
復

建
技
術
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
Ｊ

Ｖ
、南
東
北
を
対
象
と
す
る「
同

そ
の
５
」
は
久
米
設
計
・
協
和

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
Ｊ
Ｖ
が
そ
れ

ぞ
れ
担
当
す
る
。

　

こ
の
計
画
に
基
づ
き
、
24
年

度
以
降
順
次
、
施
設
整
備
を
実

施
し
、
施
設
の
強
靱
化
お
よ
び

隊
員
の
生
活
・
勤
務
環
境
の
改

善
を
図
る
。

　

施
設
の
強
靱
化
の
う
ち
、
既

防
衛
体
制
強
化
経
費
は
事
項
要
求

流
域
治
水
、
イ
ン
フ
ラ
老
朽
化
対
策
に
重
点

公
共
事
業
費
に

公
共
事
業
費
に
66..33
兆
円
兆
円

国　交　省

存
施
設
の
更
新
に
は
３
９
１
６

億
円
を
投
じ
、
老
朽
化
対
策
お

よ
び
耐
震
対
策
を
含
む
防
護
性

能
の
付
与
等
の
た
め
、
建
物
の

構
造
強
化
、
施
設
の
再
配
置
・

集
約
等
を
推
進
す
る
。

　

こ
の
ほ
か
部
隊
新
編
お
よ
び

新
規
装
備
品
導
入
に
伴
う
施
設

整
備
等
に
３
６
０
８
億
円
、
火

薬
庫
の
整
備
に
２
２
１
億
円
、

津
波
・
浸
水
等
の
自
然
災
害
対

策
に
１
２
１
億
円
、
主
要
司
令

部
等
の
地
下
化
等
対
策
に
１
７

６
億
円
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
。

き
行
う
た
め
、
自
立
・
帰
還
支

援
雇
用
創
出
企
業
立
地
補
助
金

に
１
３
０
億
円
を
付
け
る
。「
住

宅
再
建
・
復
興
ま
ち
づ
く
り
」

で
は
、
原
子
力
災
害
被
災
地
域

の
自
治
体
が
作
成
し
た
計
画
に

基
づ
く
社
会
資
本
整
備
総
合
交

付
金
に
１
６
２
億
円
を
措
置
す

る
方
針
。

を
充
て
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
新
規
に
、
環
境

保
全
と
利
用
の
最
適
化
に
よ
る

地
域
共
生
型
再
エ
ネ
導
入
加
速

化
検
討
事
業
に
９
億
円
を
要

求
。
地
域
脱
炭
素
の
推
進
の
た

め
の
交
付
金
は
６
６
０
億
円
、

脱
炭
素
化
支
援
機
構
に
よ
る
脱

炭
素
事
業
へ
の
資
金
供
給
に
は

６
０
０
億
円
を
設
定
す
る
。
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１１　

文
部
科
学
省
は
、
公

立
学
校
施
設
の
整
備
に

前
年
度
比
で
２
０
５
・

２
㌫
の
大
幅
増
と
な
る

２
０
９
７
億
円
を
要
求

し
て
い
る
。
公
立
学
校

施
設
の
老
朽
化
対
策
と

防
災
対
策
、
脱
炭
素
化

を
進
め
る
。
学
校
施
設

の
建
築
単
価
に
つ
い
て

は
、
資
材
費
の
上
昇
分

や
標
準
仕
様
の
変
更
を

加
味
し
、
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
の
場
合
で
前

年
度
比
19
・
４
㌫
増
の

１
平
方
㍍
当
た
り
32
万

０
４
０
０
円
と
し
て
い

る
。

　

公
立
学
校
施
設
の
整

備
で
は
、
老
朽
化
対
策

と
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、

特
別
支
援
学
校
の
整
備

な
ど
を
一
体
で
推
進
す

る
。
非
構
造
部
材
の
耐

　

秋
田
県
の
提
案
・
要
望
は
総

件
数
94
件
で
、
新
規
事
項
は
こ

の
う
ち
20
件
と
な
っ
た
。

　

新
規
の
う
ち
、
国
立
・
国
定

公
園
の
新
規
指
定
・
大
規
模
拡

張
の
早
期
実
現
に
つ
い
て
は
、

拡
張
候
補
地
に
選
定
さ
れ
た
八

幡
平
周
辺
（
森
吉
山
・
真
昼
山

地
・
田
沢
湖
な
ど
）
に
関
し
、

自
然
環
境
の
詳
細
調
査
や
関
係

機
関
と
の
調
整
な
ど
、
拡
張
・

新
規
指
定
に
向
け
た
早
期
の
取

り
組
み
を
要
望
し
た
。

　

耕
畜
連
携
の
推
進
で
は
、
子

実
用
と
う
も
ろ
こ
し
拡
大
の
た

め
、
乾
燥
調
製
施
設
の
整
備
に

支
援
を
求
め
た
。

　

継
続
事
項
の
う
ち
道
路
整
備

に
つ
い
て
は
、
国
道
７
号
「
二

　

宮
城
県
は
、
東
日
本
大
震
災

か
ら
の
復
旧
・
復
興
を
国
政
の

最
優
先
課
題
と
し
て
の
位
置
付

け
、
被
災
自
治
体
の
各
種
事
業

に
対
す
る
支
援
の
継
続
な
ど
を

要
望
し
た
。
重
点
要
望
に
掲
げ

た
18
項
目
の
う
ち
、
震
災
関
連

は
７
項
目
だ
っ
た
。

　

震
災
関
連
以
外
で
は
、「
職

業
能
力
開
発
校
設
備
整
備
費
等

補
助
金
に
係
る
十
分
な
予
算
措

置
」
を
求
め
た
。
県
内
に
５
校

あ
る
職
業
能
力
開
発
校
を
１
校

に
再
編
整
備
す
る
も
の
で
、
現

在
、
設
計
業
務
（
担
当

：

久
米

設
計
）
を
進
め
て
お
り
、
２
０

２
８
年
４
月
の
開
校
を
目
指
し

て
い
る
。

　

国
土
強
靱
化
の
加
速
化
と
イ

　

山
形
県
は
、
２
０
２
４
年
度

に
お
け
る
国
の
施
策
な
ど
に
対

す
る
提
案
に
つ
い
て
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
疲
弊
し
た
経

　

福
島
県
は
、
原
子
力
発
電
所

事
故
か
ら
13
年
目
を
迎
え
た
現

在
、
浜
通
り
の
６
町
村
に
設
定

し
た
特
定
復
興
再
生
拠
点
区
域

の
避
難
指
示
解
除
が
進
み
、
６

月
に
は「
特
定
帰
還
居
住
区
域
」

が
創
設
さ
れ
る
な
ど
復
興
事
業

が
着
実
に
進
展
し
て
い
る
。
２

０
２
４
年
度
の
予
算
編
成
に
向

け
て
は
、
避
難
地
域
の
復
興
・

再
生
や
福
島
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
・
コ
ー
ス
ト
構
想
の
推
進
な

ど
を
重
点
項
目
と
し
、
福
島
再

生
加
速
化
交
付
金
な
ど
に
よ
る

長
期
的
か
つ
十
分
な
予
算
確
保

を
要
望
し
た
。

　

特
定
帰
還
居
住
区
域
は
、
拠

点
区
域
外
で
帰
還
意
向
の
あ
る

全
て
の
住
民
の
た
め
必
要
箇
所

の
除
染
な
ど
を
行
う
も
の
で
、

ン
フ
ラ
長
寿
命
化
に
向
け
て

は
、
５
か
年
加
速
化
対
策
等
に

必
要
な
通
常
予
算
と
は
別
枠

で
、
計
画
的
な
予
算
措
置
お
よ

び
地
方
財
政
措
置
の
拡
充
も
要

望
し
た
。

　

下
水
道
施
設
の
改
築
更
新
費

用
に
関
し
て
も
民
間
活
力
を
活

用
す
る
こ
と
も
踏
ま
え
た
確
実

な
財
源
の
確
保
を
盛
り
込
ん
だ
。

　

ま
た
近
年
の
豪
雨
災
害
の
激

甚
化
に
伴
い
ダ
ム
設
備
の
長
寿

命
化
対
策
や
砂
防
関
係
施
設
の

整
備
、
流
域
治
水
の
取
り
組
み

に
対
す
る
十
分
な
予
算
の
確
保

や
弾
力
的
な
措
置
を
求
め
た
。

　

原
子
力
災
害
時
の
避
難
機
能

を
有
す
る
道
路
整
備
で
は
、
国

道
３
９
８
号
沢
田
工
区
の
早
期

済
再
生
お
よ
び
未
来
へ
の
投
資

に
つ
な
が
る
計
68
項
目
の
施
策

を
盛
り
込
ん
だ
。
う
ち
、
新
規

は
13
項
目
、
一
部
新
規
は
28
項

目
だ
っ
た
。

　

主
な
新
規
項
目
は
、
建
設
業

の
担
い
手
確
保
に
向
け
て
、
同

一
地
域
内
の
公
共
工
事
設
計
労

務
単
価
の
著
し
い
地
域
差
の
緩

和
の
是
正
と
と
も
に
、
中
小
建

設
業
者
の
生
産
性
向
上
を
促
す

た
め
、
小
規
模
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用

工
事
に
お
け
る
経
費
の
積
算
に

関
す
る
基
準
改
善
を
要
望
す

る
。
除
雪
に
お
け
る
新
労
務
単

価
の
設
定
と
作
業
の
省
力
化
に

係
る
技
術
開
発
も
求
む
。

　

ま
た
、
令
和
４
年
８
月
豪
雨

で
被
災
し
た
Ｊ
Ｒ
米
坂
線
の
復

９
月
29
日
に
第
１
号
と
し
て
大

熊
町
と
双
葉
町
の
計
画
が
認

定
。
24
年
度
予
算
に
お
い
て
は

面
的
除
染
や
特
定
廃
棄
物
処
理

方
針
の
決
定
、
経
年
劣
化
し
た

道
路
や
河
川
の
更
新
な
ど
を
要

別
線
整
備
の
日
沿
道
今
泉
～

蟹
沢
Ｉ
Ｃ
間
は
早
期
着
手
を

Ｉ
Ｌ
Ｃ
の
実
現
や
復
興
の
姿
の

発
信
に
係
る
支
援
を
要
望

担
い
手
確
保
に
向
け
た
新
規
施
策

米
坂
線
復
旧
も
新
た
に
要
望

職
能
開
発
校
の
再
編
整
備
へ

予
算
確
保
を
要
望

特
定
帰
還
居
住
区
域
の
除
染
や

Ｆ
―
Ｒ
Ｅ
Ｉ
施
設
の
早
期
整
備
な
ど

　

岩
手
県
は
、
東
日
本
大
震
災

津
波
等
か
ら
の
復
興
関
連
と
し

て
全
般
的
な
重
要
事
項
に
10
項

目
、
地
方
創
生
・
人
口
減
少
対

策
推
進
関
連
に
38
項
目
を
提

言
・
要
望
し
た
。

　

復
興
関
連
の
重
要
事
項
は
、

２
０
２
２
年
に
県
が
公
表
し
た

地
震
・
津
波
被
害
想
定
に
お
い

て
、
日
本
海
溝
沿
い
の
巨
大
地

震
・
津
波
が
発
生
し
た
場
合
、

東
日
本
大
震
災
津
波
を
超
え
る

犠
牲
者
が
想
定
さ
れ
る
た
め
日

本
海
溝
・
千
島
海
溝
沿
い
の
巨

大
地
震
・
津
波
対
策
の
た
め
の

財
政
支
援
や
岩
手
県
南
・
宮
城

県
北
の
首
長
ら
が
中
心
と
な

り
、
今
年
２
月
に
建
設
地
域
期

成
同
盟
会
を
発
足
さ
せ
た
国
際

リ
ニ
ア
コ
ラ
イ
ダ
ー（
Ｉ
Ｌ
Ｃ
）

の
実
現
、
移
転
元
地
の
利
活
用

に
向
け
た
措
置
、
海
洋
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
さ
ら
な
る
活

用
に
向
け
た
支
援
な
ど
を
求
め

た
。

ツ
井
今
泉
道
路
」
の
う
ち
、
整

備
中
の
小
繋
～
今
泉
間
の
開
通

見
通
し
の
早
期
公
表
と
、
国
に

よ
る
別
線
整
備
が
決
ま
っ
た
今

泉
～
蟹
沢
間
の
早
期
着
工
を
要

請
。
整
備
中
の
各
路
線
の
事
業

促
進
や
、
未
着
手
路
線
の
早
期

事
業
化
、
地
域
高
規
格
道
路
・

盛
岡
秋
田
道
路
「
生
保
内
～
卒

田
間
」
の
早
期
計
画
策
定
な
ど

を
継
続
要
望
し
た
。

　

災
害
対
応
関
連
の
要
望
に

は
、
近
年
の
短
期
集
中
的
な
降

雪
に
対
応
す
る
た
め
、
防
雪
柵

や
融
雪
施
設
な
ど
雪
寒
施
設
の

老
朽
化
対
策
を
「
防
災
・
減
災
、

国
土
強
靱
化
の
た
め
の
５
か
年

加
速
化
対
策
」
の
対
象
と
す
る

ほ
か
、
堆
雪
場
整
備
へ
の
支
援今年４月１日のＦ―ＲＥＩ開所式

I L C期成同盟会

高規格幹線道路等のミッシングリング

制
度
を
創
設
す
る
よ
う
追
加
。

地
方
鉄
道
路
線
の
強
靱
化
の
支

援
も
求
め
た
。

　

八
峰
町
に
お
け
る
サ
ー
モ
ン

養
殖
拠
点
の
整
備
と
関
連
す
る

防
波
堤
延
伸
な
ど
を
背
景
に
、

漁
港
や
漁
場
な
ど
の
整
備
予
算

の
確
保
も
盛
り
込
ん
だ
。

望
し
て
い
る
。

　

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
コ
ー
ス

ト
構
想
の
推
進
で
は
、
浪
江
町

に
設
置
し
た
福
島
国
際
研
究
教

育
機
構
（
Ｆ
―
Ｒ
Ｅ
Ｉ
）
に
関

し
、
施
設
整
備
を
可
能
な
限
り

前
倒
し
で
進
め
る
と
と
も
に
、

既
存
の
復
興
事
業
に
支
障
な
い

よ
う
、
別
枠
で
の
予
算
確
保
を

求
め
た
。

　

イ
ン
フ
ラ
整
備
に
お
け
る
要

望
は
、
ふ
く
し
ま
復
興
再
生
道

路
を
は
じ
め
と
し
た
復
興
事
業

に
必
要
な
予
算
確
保
や
、
常
磐

自
動
車
道
小
高
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ

整
備
お
よ
び
４
車
線
化
の
早
期

完
成
な
ど
。

　

一
方
、
８
月
か
ら
海
洋
放
出

が
始
ま
っ
た
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水

に
関
し
新
た
な
風
評
被
害
が
懸

念
さ
れ
て
い
る
。
国
に
対
し
て

は
原
子
炉
建
屋
へ
の
地
下
水
・

雨
水
流
入
抑
制
対
策
や
、
正
確

な
情
報
発
信
な
ど
責
任
あ
る
対

応
が
必
要
だ
と
し
て
い
る
。

等
の
事
業
や
、
地
方
創
生
を
支

え
る
主
要
幹
線
道
路
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
整
備
促
進
な
ど
新
規

提
案
６
件
、
継
続
提
案
19
件
の

計
25
件
を
盛
り
込
ん
で
い
る
。

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

機
能
強
化
を
希
求

　

青
森
県
は
、
重
点
施
策
提
案

と
し
て
、「
青
森
県
国
土
強
靱

化
地
域
計
画
」
の
着
実
な
推
進

に
向
け
「
防
災
・
減
災
、
国
土

強
靱
化
５
か
年
加
速
化
対
策
」

　

県
で
は
、
災
害
時
に

人
命
を
守
る
こ
と
を
最

優
先
と
す
る
防
災
対
策

お
よ
び
危
機
管
理
体
制

の
強
化
な
ど
ハ
ー
ド
・

ソ
フ
ト
が
一
体
と
な
っ

た
取
り
組
み
を
「
防
災

公
共
」
と
し
て
提
唱
。

そ
の
対
策
を
進
め
て
い

る
が
、
災
害
時
に
孤
立

す
る
恐
れ
の
あ
る
集
落

等
の
避
難
経
路
上
の
危

険
箇
所
対
策
が
４
３
８

カ
所
の
う
ち
、
完
了
が

93
カ
所
（
約
21
㌫
）、

事
業
中
が
51
カ
所
（
約

　

復
興
と
並
ぶ
喫
緊
の
課
題
と

な
る
地
方
創
生
・
人
口
減
少
対

策
に
関
し
て
は
、
東
京
一
極
集

中
の
是
正
お
よ
び
地
方
へ
の
移

住
・
定
住
の
推
進
、
地
方
重
視

の
経
済
財
政
政
策
等
の
実
施
、

地
方
創
生
の
推
進
を
支
え
る
財

源
の
確
保
を
全
般
的
な
事
項
と

し
た
ほ
か
、
情
報
通
信
基
盤
整

備
等
へ
の
支
援
、
快
適
な
生
活

環
境
確
保
に
向
け
た
汚
水
処
理

施
設
整
備
の
推
進
な
ど
を
挙
げ

た
。

　

こ
の
ほ
か
県
政
課
題
全
般
で

は
、
国
土
強
靱
化
地
域
計
画
を

推
進
す
る
財
源
確
保
、
脱
炭
素

社
会
の
実
現
に
向
け
た
対
策
推

進
、
水
道
の
基
盤
強
化
に
向
け

た
対
策
推
進
、
公
共
事
業
予
算

の
安
定
的
・
持
続
的
な
確
保
、

隣
県
と
連
携
し
た
社
会
資
本
整

備
へ
の
支
援
な
ど
47
項
目
を
提

言
・
要
望
し
て
い
る
。

完
成
や
県
道
女
川
牡
鹿
線
大
谷

川
浜
小
積
浜
工
区
お
よ
び
石
巻

鮎
川
線
風
越
Ⅲ
工
区
の
２
事
業

に
対
し
て
、
地
方
負
担
を
求
め

な
い
制
度
設
計
を
要
求
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
24
年
度
以
降
に
整

備
を
予
定
す
る
管
理
型
産
業
廃

棄
物
最
終
処
分
場
、
脱
炭
素
化

に
向
け
た
取
り
組
み
が
急
務
と

な
っ
て
い
る
国
際
拠
点
港
湾
仙

台
塩
釜
港
の
整
備
、
高
規
格
幹

線
道
路
な
ら
び
に
地
域
高
規
格

道
路
の
整
備
促
進
に
向
け
て
財

政
支
援
を
要
望
し
た
。

旧
に
５
年
程
度
の
工
期
と
約
86

億
円
の
工
事
費
が
見
込
ま
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
国
か
ら
Ｊ
Ｒ

東
日
本
に
対
し
て
必
要
な
支
援

を
行
う
こ
と
を
所
望
す
る
。

　

拡
充
の
項
目
で
は
、
福
島
―

米
沢
間
に
掘
削
を
計
画
し
て
い

る
山
形
新
幹
線
「
米
沢
ト
ン
ネ

ル
（
仮
称
）
整
備
」
お
よ
び
フ

ル
規
格
新
幹
線
の
早
期
実
現
に

向
け
た
整
備
費
用
の
支
援
、
奥

羽
・
羽
越
新
幹
線
の
整
備
計
画

に
向
け
た
法
定
手
続
き
の
着
手

お
よ
び
関
係
予
算
の
増
額
を
求

め
る
。

　

激
甚
化
す
る
災
害
に
対
し
、

25
年
度
ま
で
の
「
５
か
年
加
速

化
対
策
」
を
活
用
し
て
「
や
ま

が
た
強
靱
化
」
を
推
進
し
て
い

る
も
の
の
、
未
対
策
箇
所
が
数

多
く
残
る
こ
と
か
ら
、
26
年
度

以
降
も
国
土
強
靱
化
に
必
要
な

財
源
を
安
定
的
か
つ
継
続
的
に

確
保
す
る
よ
う
求
め
る
。

東北６県重点要望東北６県重点要望 災害対策強化、道路整備促進を要望災害対策強化、道路整備促進を要望

再編整備する高等技術専門校

震
化
や
避
難
所
と
し
て

の
機
能
強
化
、
空
調
設

置
、
ト
イ
レ
の
洋
式
化

改
修
も
行
う
。

　

学
校
施
設
の
高
断
熱

化
や
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
・

高
効
率
空
調
な
ど
の
導

入
に
よ
る
Ｚ
Ｅ
Ｂ
化
を

推
進
す
る
こ
と
も
盛
っ

た
。
木
造
化
や
内
装
の

木
質
化
と
合
わ
せ
、
公

立
学
校
施
設
を
脱
炭
素

化
す
る
。

　

不
登
校
特
例
校
や
夜

間
中
学
と
し
て
小
中
学

校
を
設
置
す
る
自
治
体

に
対
し
、
施
設
整
備
支

援
を
拡
充
す
る
制
度
改

正
も
必
要
と
し
た
。
廃

校
や
余
裕
教
室
な
ど
の

既
存
施
設
の
改
修
・
活

用
を
対
象
に
、
経
費
の

２
分
の
１
を
補
助
す
る
。

　

国
立
大
学
・
高
専
な

ど
の
施
設
整
備
に
は
１

６
１
・
７
㌫
増
の
９
５

０
億
円
を
要
求
。
国
立

大
学
施
設
の
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
戦
略
的
に
進

め
る
ほ
か
、
耐
震
改
修

を
は
じ
め
と
し
た
防
災

機
能
強
化
や
、
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
拠
点
機
能

の
強
化
に
取
り
組
む
。

Ｚ
Ｅ
Ｂ
化
の
先
導
モ
デ

ル
事
業
も
実
施
す
る
。

　

農
林
水
産
省
は
、
公

共
事
業
費
と
し
て
前
年

度
比
19
・
１
㌫
増
の
８

３
１
７
億
円
を
要
求
し

て
い
る
。
こ
の
う
ち
農

業
農
村
整
備
事
業
は
２

２
４
６
億
円
、
治
山
事

業
は
７
４
６
億
円
、
森

林
整
備
は
１
５
０
０
億

円
、
水
産
基
盤
整
備
は

８
７
３
億
円
で
、
い
ず

れ
も
19
・
８
㌫
増
。
海

岸
事
業
の
96
億
円
、
農

産
漁
村
地
域
整
備
交
付

金
の
７
７
４
億
円
は
と

も
に
19
㌫
増
と
な
っ
て

い
る
。

　

国
の
農
業
農
村
整
備

事
業
で
は
、
水
路
や
頭

首
工
と
い
っ
た
農
業
水

利
施
設
の
更
新
・
長
寿

命
化
に
加
え
、
省
エ
ネ

化
や
再
エ
ネ
利
用
促
進

な
ど
に
取
り
組
む
。
東

北
地
方
で
は
国
営
か
ん

が
い
排
水
事
業
で
、
岩

手
県
の
山
王
海
葛
丸

（
さ
ん
の
う
か
い
く
ず

ま
る
）
地
区
が
採
択
さ

れ
る
予
定
。

　

農
業
水
利
施
設
の
長

寿
命
化
・
防
災
減
災
事

業
支
援
に
も
３
３
６
億

円
を
求
め
て
い
る
。
長

寿
命
化
計
画
の
策
定

や
、
災
害
発
生
防
止
に

向
け
た
た
め
池
廃
止
な

ど
を
支
援
す
る
。

　

林
野
関
係
で
は
、
豪

雨
・
台
風
で
被
災
し
た

森
林
や
水
源
林
、
重
要

イ
ン
フ
ラ
付
近
の
森
林

の
復
旧
を
推
進
。
防
災

上
重
要
な
幹
線
林
道
の

開
設
・
改
良
、
老
朽
化

対
策
に
必
要
な
経
費
も

要
望
す
る
。

　

治
山
関
連
で
は
、
流

木
対
策
を
一
層
充
実
さ

せ
る
と
と
も
に
、
レ
ー

ザ
ー
計
測
を
活
用
し
た

調
査
と
工
事
を
一
体
で

行
う
山
地
災
害
重
点
地

域
総
合
対
策
事
業
を
実

施
す
る
。
積
雪
地
域
の

治
山
対
策
を
強
化
す
る

こ
と
も
盛
っ
た
。

　

水
産
基
盤
整
備
事
業

で
は
、
水
産
業
の
成
長

産
業
化
に
向
け
た
拠
点

港
湾
の
流
通
機
能
強
化

や
、
漁
港
施
設
の
強
靱

化
・
長
寿
命
化
対
策
を

推
進
す
る
。

山王海葛丸地区の新規事業化山王海葛丸地区の新規事業化

前年度比前年度比1919％増の８３１７億を要求％増の８３１７億を要求

二ツ井今泉道路の路線図

農林水産省農林水産省

青森県岩手県宮城県

秋田県秋田県山形県福島県

学校の建築単価、学校の建築単価、

前年度比前年度比1919％増に％増に

文部科学省文部科学省

山形県建設業協会らと共催でＩＣＴ施工の見学会も企画している

12
㌫
）
に
留
ま
っ
て
お
り
、「
防

災
、
減
災
、
国
土
強
靱
化
の
た

め
の
５
か
年
加
速
化
対
策
」
に

必
要
な
予
算
の
大
幅
な
増
額
や

期
間
終
了
後
も
予
算
・
財
源
を

計
画
的
・
安
定
的
に
別
枠
で
確

保
す
る
こ
と
、
県
独
自
の
「
防

災
公
共
」
に
対
す
る
国
の
予
算

重
点
配
分
、
避
難
経
路
の
安
全

対
策
等
に
対
す
る
国
の
支
援
制

度
拡
充
を
要
望
し
た
。

　

さ
ら
に
近
年
の
災
害
を
踏
ま

え
、
河
川
・
海
岸
・
砂
防
事
業

に
よ
る
安
全
・
安
心
の
確
保
へ

岩
木
川
等
の
直
轄
河
川
や
県
河

川
改
修
事
業
の
促
進
等
を
所
望

す
る
。
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

整
備
で
は
、
津
軽
自
動
車
道
柏

浮
田
道
路
の
促
進
お
よ
び
下
北

半
島
縦
貫
道
路
の
早
期
全
線
完

成
供
用
と
主
要
幹
線
を
結
ぶ
青

森
～
七
戸
間
の
機
能
強
化
へ
の

支
援
、
国
道
１
０
３
号
奥
入
瀬

（
青
ブ
ナ
山
）
バ
イ
パ
ス
の
整

備
推
進
へ
予
算
の
重
点
配
分
を

求
め
て
い
る
。

橅橅

（５）　　２０２３年（令和５年）１０月２０日（金曜日）　日刊（土曜、日曜、祝日休刊） （昭和 32年１月 28日第三種郵便物認可）　　　第１９１７５号
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